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Abstract 


With the cases of Japanese encephalitis at the time of ‘its epidemic in Nagasaki 


. prefecture as an objet, this research has been carried on in order to clarify the phase 


of its active prevalence by confirming the cases through serological and virological 
methods and also to clear the infiltration of Japanese encephalitis virus by investigation ` 
the condition of antibodies carried by the prefectural people, obtaining the results as 
follows : | 

1) As the result of serum diagnosis carried out in 1964 of 31 from among 57 reported 
cases of Japanese encephalitis, 11 cases were confirmed. In 1965, 33 cases were confirmed 
as the result of serum diagnosis made of. 70 out of 86 reported cases of Japanese 
encephalitis. In addition, in 1965, from among the persons who were reported to be the 
cases of Japanese encephalitis and yet who were negatived as the result of serum diagnosis, 
some were confirmed to have been suffering from aseptic meningitis caused by ECHO 4, 
Cox. Bl and B5 virus respectively. 

2) In consequence of the investigation into HI antibody holding. in serum carried out 
in 1964 of 714 persons in normal health in various parts of Nagasaki prefecture, the — 
positivity proved amounting to 35.3%, the antibody titer showing 1: 10— T: 80 in most cases. 
As to the rate of positivity, when classified according to three age groups, the highest 
one was found in the advanced aged group with the early aged group ranking next, and 
the lowest in the rising generation group. After the epidemic period of Japanese 


encephalitis, the rate of positivity was increased by about 8%. 
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3) In 1965, with 566 primary school children as an object, investigation into HI 
antibody holding value in serum was carried out in May and Noyember, before and after 
the epidemic period of Japanese encephalitis, for the purpose of clarifying the change in 
the value as to each child. Out of 65 children who had not been vaccinated, 3 children 
who had not have antibody in May were found having antibody titer of 1:10 or 1: 20 in 
November for the first time and a child was found showing increase by 4 times in his 


antibody holding value. 


This fact is considered to have been caused by inapparent 


] infection of J apanese encephalitis virus during summer in 1965. 
As to 501 children who had been vaccinated, the rate of their positivity showed 9. 1% 


increase from 22.8% in May to 31.9% in November. 
antibody holding value in November was generally 


= It was also revealed that the 


higher than in May. In addition, the 


antibody .holding condition of those children in each primary school showed different 


phases according to the location and environment of the three primary schools. — 


縮 


本 脳炎 (以下 日 脳 と 略す ) は 小児 麻痺 が 紫 減 し た 
E as ae one 
振っ て いる . 周知 の 如く 、 量 脳 は 毎年 夏期 に 流行 を 繰 
り 返 し , 冬期 に は 全く その 影 を 洪 め , と の 時 期 の 日 脳 
ウイ ルス の 行方 に つい て は , Z. 
だ 確証 は な く 不 明 で ある . 

日 脳 ウ イル ス の 自然 界 で の 動態 に 関す る 研究 は 三田 
HE (1939) の 岡山 地方 で の 報告 を 最初 に , 最近 で は 
HE, AR, 福岡 地方 等 で 行わ れ て いる が , 長崎 県 に 
- お いて も 1964 年 より 林 等 (1965, 1966) 及 高橋 等 

(1965, 1966) に よっ て 野外 捕 集 航 よ り の 日 脳 ウイ ル 
ス 分 離 を 主 な 指標 と し て 調査 が 開始 され た . 
R, 長崎 県 下 の 野外 に お ける ウイ ルス 保有 敷 の 出現 時 
期 及 びそ の 消長 は 従来 の 関東 地方 , 岡山 地方 等 の 成績 
HEL T, か な り 異 っ た 様相 を 星 し て いる と と が 明 ら 
か に な っ た . また 三 舟 (1965) の 報告 に よれ ば コガ タ 
- カイ エ カ の 体内 で の 日 脳 ウ イル ス の 越冬 が 実験 的 に 
可能 な と と が 示さ れ , 自然 界 居 お ける 日 脳 ウ イィ ルス の 
冬期 の 潜在 を 解明 する 一 つの 端緒 が 見 出さ れ た . 


三 の 仮説 は ある が 未 - 


その 結 


pul 


の 発生 状況 を 把握 し 。 その 地区 住民 の 免疫 抗体 の 保有 
状況 を 知る と と が 極め て 重要 で ある と と ! 


は 論 を 侯 た な 
い . 

長崎 県 下 に お いて も , 最近 で は 昭和 36 年 を 最高 に 毎 
年 多数 の 日 脳 患 者 の 発生 を みて いる . し か し , COR © 
ん ど は 了 臨床 診断 に 基く 届出 患者 で あり , 血清 学 的 或 は 
ッ イ ルス 学 的 裏付け を 与え られ た も の は 極め て 少 い . 
臨床 的 に 日 脳 と 類似 の 症状 を 呈す る 疾患 は 多々 ある 
が , 殊 人 無菌 性 詳 膜 炎 は 最も 紛らわしく , と これ ら の 患 
者 が 日 脳 届出 患者 の 中 混入 し て いる と と は 容 史 と 想 
像 で きる . そ と で 著者 は , 1964 年 及び 1965 年 の 日 脱 届 
出 患者 に つい て 血清 学 的 , ウイ ルス 学 的 診断 を 試み , 
日 脳 患者 を 確認 し て 日 脳 の 顕 性 流行 の 様相 を 明らか に 
する と 共に , 日 脳 を 血清 学 的 に 谷 定 され た 患者 に つい 
て は 無菌 性 髄 障 炎 の 原因 と 考え られ る 若干 の ウイ ルス 
抗原 を 使用 し て 血清 学 的 人 鑑別 診断 を 試み た . 一 方 , 
県 下 住民 の 日 脳 に 対す る 抗体 保有 状況 を 調査 し , 併せ 


て 小学 校 学童 の 流行 期 前 後 の 日 脳 に 対す る 抗体 価 の 変 _ 


動 に つい て も 測定 を 行ない , と れ ら を 練 合 し て 日 脳 ウ 


日 脳 流行 の メカ ニズム を 解明 する た め に は . 上 記 の ” イル ス の 長崎 県 下 に お ける 漫 淫 状 態 を 明らか に する た 
M a - め 本 研究 を 行っ た . 

材料 及び 方 法 ーー 
I 悪者 血清 O  - で 毎回 5 g の 採血 を 行なっ た . 血液 は 4?C に 一 夜 放 
臨床 的 に 日 脳 と 診断 され , EAS CARES TT moa 分 離し た 血清 は 検査 に 供する まで 


者 i> ee, ABE fa i ta ee 2° 


の 愚者 が 死亡 な いし は 軽快 退院 する まで 約 1 週間 々 隔 


D. 0 y if 


| SALA. 


発生 し , 終 発 は 11 月 21 日 で あっ た . 
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患者 面 液 か ら の 日 脳 ウ イル スス 分離 を 目的 と し て , 患 
者 が 伝染 病 舎 に 入る と 同時 に 0.02% の へ パリ ン を 含む 
puck 液 で 内 部 を 湿 し た 注射 器 で 約 1 MORETTI 
O, 直ちに 7 一 8 匹 の 同 腹 の 生後 2 な いし 3 日 目 の 乳 


呑み マウ ス 脳 内 に 各 0.02%y 宛 接種 し た . その 後 マ ウス 


を 14 日 間 観 察し , 発症 の 有無 を 調べ た . 
I. 糞便 | 

無菌 性 髄 膜 炎 患 者 か ら の ウイ ルス 分 離 を 試み る た 
め , 20% グ リセ リン 加 ブ イ ヨ ン Sathich2 9 の 患者 
養 便 を と り 一 20"C に 保存 し た . 使用 に あたっ て は 
と れ を スト レプ トマ イシ ン , ペニシリン 加 Earle 液 
で 最終 濃度 5 一 10% に な る よう 溶解 稀釈 し た - 上 , 
3,000 r.p.m. 30 分 の 本 心 沈 肖 を 3 回 織り 返し た の ち , 
その 最終 上 清 を 猿 腎 及び Hela 細胞 の 組織 培養 管 そ 
れ ぞ れ 3 本 各 0.1g 完 接種 し て , 細胞 変性 効果 の 有 
_ 無 を 10 日 間 に わ た っ て 観察 し た . 


V. 健康 人 血清 
a) 一般 健康 人 血清 


1964 年 の 3 月 か ら 9 月 に か け て , 離島 を 除く 長崎 県 


下 各地 の 健康 人 714 名 より 採血 , 血清 を 分 離し , 一 20"C 


RELH. BERMAN 174 86S COREA 


(て 及 ん で いる 

b) MER BAL 

1965 年 に 藤和 市 内 磨屋 小学 校 。 大村 市 内 竹松 小学 校 
及び 南高来 郡 愛野 小学 校 の 学童 3 年 か ら 5 年 まで の 計 
566 名 を 対象 に 5 月 及び 11 月 の 2 回 に わた っ て 選 一 人 
より 採血 し , 血清 分 離 の 後 , 検査 に 供する まで 一 20"C 


研究 


T. 日 脳 患 者 発生 状況 
1964 年 に は 長崎 県 下 に お いて 57 名 の 日 脳 届出 患者 が 


と 診断 され た . 初発 患者 は 転 症例 を 除け ば ば , 7 月 13 日 
患者 の 大 多数 は 
7 月 下旬 か ら 8 月 中 旬 に か け て 集中 的 に 発生 し て お 
り , 9 月 に は 20 日 発病 し た 1 例 , 10 月 に は 8 日 発病 
の 1 例 , そし て 11 月 に は 21 日 発病 し た 1 例 の み で あっ 
た . 全 患 者 中 , 単 一 な いし 対 血 清 の 得 ら れ た 患者 は 7 
月 16 晶 発病 の 患者 を 最初 , 9 月 20 日 発病 の 患者 を 最終 
に 合計 31 名 で あっ た . と の うち TH I で 日 脳 と 診断 で き 
た 愚者 は 11 名 で , 最初 の 確認 が 7 月 20 日 発病 の 患者 , 
最終 が 8 月 30 日 発病 の 患者 で あっ た 。 こ と これら の 中 者 は 

すべ て HI で 診断 で きた も の で ある . DAH I tH 


に CF T で も 有意 の 抗体 上 昇 を 示し た 例 も 含ま れ て い 


9 名 は 後に 転 定 と な り 48 名 が 臨床 的 日 脳 


CREL A. i 
V. 赤血球 北 集 抑制 試験 (HI) 

ARID] 試験 OFHI) ORRI 
Clarke and Casals の 3 変 法 で ある 大 会 等 の 方 法 ! に 準じ 
た . 抗原 に は 化 血 研 よ り 分 与 を うけ た JaGAr 01 株 の 
テ セ トン ・ エ ー テ ル 抽出 抗原 及び 自家 製 の JaGAr 01 


株 の アセ トン ・ エ ー テ ル 抽 出 抗 原 を 使用 し た . 被験 血 


清 に は すべ て アセ トン 処理 を 施し , 血球 と し て は 生後 
1 日 以内 の ヒ ョ コ 血球 を 用 いた . 血清 の 稀釈 は 1964 年 


の 患者 で は 1 : 40 か ら 1 : 5,120, 1965 年 の 患者 で 
は 1 :10 か ら 1 : 5,120 ま で と し た . 日 脳 患 者 と し て 


の 診断 基準 は , 対 血 清 の 得 られ た 患者 で は lLZOH Ii 
NO ara EEN OH I fii os 
: 160 以 上 , 及び 単 一 血 FOSORECL HIDS 
: 640 以 上 を と り , と れ に 該当 する も の を 日 脳 確認 患 
し た た また 一 般 健 康 人 及び 学童 に お いて は , 血清 
稀 息 は 1 : 10 か ら 1 : 1,280 ま で と し , 1 : 10 以 上 の 
H エ 価 を 示し た も の を 五 了 抗体 陽性 と し た . 


‘Vi. 補 体 結合 反応 (CFT) 


補 体 結合 反応 (以下 C FT と 踏 す ) の 術 式 は 予 研 の 
方 法 準 じ , 微 量 法 で 行っ た . 抗 原 に CIH Like ij 
の も の を 使用 し た . 血清 稀釈 は 患者 の 場合 に は 1 : 4 
か ら 1 : 128 ま で と し た . 一 般 健康 人 で は 血清 稀 外 は 

1 : 4 か ら 1 : 16 ま で , 学 章 で は 1 : 2 か ら 1 : 8 ま 
GEL, それ ぞ れ 1 : 4, 1: 2 以上 の 抗体 価 を 示 レ 

た も の を CE 抗体 陽性 と し た . 


成績 


た が , CF TRC AINA CE BHI 1 名 も 認 
め ら れ な か っ た . 確認 患者 は 7 月 下旬 より 8 月 上 旬 に 
か け て 集中 し て お り , a aaa 
確認 で き て いる . (Fig, 1 う 

届出 愚者 を 年 令 別に みる と , 61 才 以上 が 18 名 と 最も 


_ 多く , 炊い で 51 一 60 才 の 11 名 及び 10 才 以下 の 9 名 で あ 
D, 1 一 40 才 が 5 名 と 最も 少 い . 


また 確認 患者 で は 最 
も 多い の は や は り 61 才 以上 の 6 名 で あり , 次 いで 21-- 
30 才 の 2 名 で , 一 方 10 才 以下 に お いて は 1 名 の 確認 是 「 
者 も 出 て いな い . CHFig.2.) 

次 長崎 県 を 7 地区 に 分 け て , その 患者 の 発生 状況 
を 比較 し て みた . 7 地区 と は , すなわち , 北部 " ( 佐 世 
保 市 , 平戸 市 , 松浦 市 , 北松浦 郡 の 大 部 分 ), 中 部 (大 
村 市 , 諫早 市 , 東彼杵 郡 , 北 高 来 郡 , 南西 部 (長崎 
市 , 西彼杵 郡 ) そし て 南東 部 (島原 市 , 南高来 郡 ) の 


4 有川 fall 
Fig. 1, Occurrence time of Japanese encephalitis caces in Nagasaki prefecture in 1964 and .1965、 
1964 
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本 土 4 WK & Bike, JERU 五島 の 馬島 5 地区 で あ ・ 
る . その 結果 , 確認 患者 の 最も 多かっ た の は 北部 で 7 
名 で あっ た . と れ 人 反し て 南西 部 で は 届出 患者 は 多 か 


っ た に も か か わら ず 確 認 患 者 は わずか 2 名 で あっ た , 
1964 年 に は 初発 確認 患者 は 南東 部 , 中 部 及び 北部 に ほ 
ぜ ば 時 を 同じ くし て 発生 し て いる . (Fig.3.) 

1965 年 に は 86 名 の 届出 患者 が 発生 し た 。 初発 は 7 月 
5 日, 終 発 は 10 月 24 日 発病 の 恵 者 で あっ た . 転 症 は 18 
名 で 結局 68 名 が 臨床 的 日 脳 と 診断 され て いる . 血清 


ーー60 才 最低 の 5 ZL DE 


- の それ ぞ れ 5 名 で , : 


seca 
y l 
10 20 8 Zt 
Aug. Sept. Oct. Nov 
| | 
Oct. 
AFL AIR 者 は 70 名 で あり , HI で 日 脳 と 診断 さ 


れ た 患者 が 32 名 , また 死亡 後 の 脳 組織 の 磐 光 抗体 法人 
より , 日 脳 と 診断 され た 患者 が 1 名 あり , 日 脳 確認 患 
者 は 計 33 名 で あっ た 。 最初 の 確認 遇 者 は 7 月 AIA 
で あり , 最終 は 9 月 20 晶 発病 で あっ た . 1965 年 も 1964 
RET 者 は 】 名 も いな か っ 
た . 確認 患者 発生 の 最盛 期 は 届出 患者 の 最も 多かっ た 
REP 
の パタ ー ン も 1964 年 と ほぼ 同様 で もち っ た . し か し 1965 
年 な お いて は 1964 年 に 比 し て 初発 確認 加 者 の 発生 は 2 
週間 早く , また 最終 確認 患者 は 3 週間 遅く , 確認 患者 


_ 数 も 大 巾 に 増加 し て お り , 流行 が 大 きか っ た と と が い 


える, (Hig.1.) 
年 令 別 の 患 者 発生 数 に お いて は 1964 年 と は ie 
傾向 が み ら れ た . すなわち 6] 才 以上 の 21 名 を 最 

次 いで 10 才 以下 の 16 名 で あっ た が , ーー -o 

お いて は 少く 8 名 で あっ た . 1965 年 で 特異 な と と は 51 
者 発生 を みとめ な か っ た と 
と で ある 。 確認 患者 数 で は 61 才 以上 が , 11 名 で 最も 多 
く , と れ に 次 いで 11~20 才 , 2130F, 及び 41 50 才 
ER 
are o TOZ, (Fig.4.) 


また 地区 別 の 患者 発生 を みる と , DRIE 者 は 南 
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Occurrence time of Japanese encephalitis cases in various areas 
in Nagasaki prefecture, 1964. 
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Fig. 4. Occurrence of Japanese encephalitis cases 
in various ages in 1965. 
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Gj: cases serologically confirmed 


H: cases of ee as Japanese encephalitis 


FA: cases negatived Japanese 
encephalitis by serological 
diagnosis 


西部 の 7 月 5 日 を 最初 に , 南東 部 の 7 AA, 中 部 の 
7 月 16 日 そし て 最も 遅れ て 北部 の 7 月 25 日 に 発生 し て 
いる . 北進 現象 の 様相 が うか が われ る . また 南西 部 や 
北部 に お いて は , まとまっ て 発生 し て いた 確認 患者 が 
一 旦 跡 絶え , 1 ヶ月 以上 の 空白 期 を 経た 後 再 び 1 名 , 
2 名 と 出現 し て いる の が 特徴 的 で ある . 離島 で は 本 圭 
より や や 遅れ て 確認 患者 の 発生 が み ら れ て いる . 
(Fig. 5.) 

I. ウイ ルス 分 離 | 

患者 血液 中 より 日 脳 ウイ ルス を 分 離す る 目的 で , E 
出 患 者 中 1964 年 に は 22 名 , 1965 年 に は 7 名 の 愚者 か ら 


ZA: cases changed their clinical 
diagnosis lately 


eo 
血液 を 採取 し て , 乳 の み マ ウス 脳 内 に 接種 し , と の マ 

ウゥ ス の 発症 の 有無 を 14 日 間 に わ た っ て 観察 し た . し か 
し 日 脳 ウ イル ス は つい 検出 で き な か っ た . 

一 方 , 日 脳 類似 の 症状 を 引き 超す 無菌 性 骨膜 炎 の 原 
因 と 考え られ る Coxsackie, ECHO 等 の ウイ ルス を 
分 共 す る た め に 1964 年 の 届出 患者 中 14 名 に つき , その 
業 便 を 入手 し , 猿 堅 細胞 及び HeLa 細胞 に 接種 し , 


細胞 変性 効果 の 出現 の 有無 を 10 日 間 に わ た っ て 観察 し 


た . し か し ウイ ルス 分 離 は 陰性 の 結果 に 終っ た . 
Ti. 日 脳 類似 疾患 の 鑑別 

日 脳 類 似 の 臨床 症状 を 呈す る 疾患 は 多数 ある が , 最 
も 紛らわしい 疾患 と し て 無菌 性 髄 膜 炎 が 考え られ る . 
そ と で , 日 脳 と 確認 で き な か っ た 患者 の うち 1964 年 に 
10%, 1965 年 に 19 名 の 対 血清 を 使用 し て , 1964 年 に は 
Polio I, T, Il, Cox. A9, Bi, B5, ECHO 4, Mumps, 
1965 年 に は Cox. A9, B1, B5, ECHO 4, Mumps ウイ 
ルス の 各 抗 原 に 対す る 抗体 価 の 上 昇 の 有無 を CFT で 
検査 し た . その 結果 1964 年 の 患者 で は いずれ の 抗原 に 
対し て も 抗体 価 の 上 昇 は 認め られ な か っ た が , 1965 年 
の 患者 中 で ECHO 4 に 2 名 , Cox. PI, BS に それ 
ぞ れ 1 名 が 有意 の 抗体 上 昇 を 示し た も の が あっ た . 従 
っ て と れ ら 4 名 は それ ぞ れ の ウイ ルス を 原因 と する 無 
菌 性 棚 膜 炎 患 者 で あっ た と 考え られ る . 
lV. 患者 の 臨床 症状 

1965 年 の 届出 患者 中 , 34 名 に つき , その 了 臨床 症状 を 
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Fig. 5. Occurrence time of Japanese encephalitis cases in various areas 
in Nagasaki prefecture in 1965. 
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B: cases serologically diagnosed as Japanese encephalitis 


調査 し た . と の 84 名 の 愚者 は 血清 診断 に より 日 脳 と 肝 Re, 有 熱 期間 , SHER SEMBLE. いずれ 
認 さ れ た も の 14 名 , WEEER LY, いずれ に ゃ 訪 も 経度 で あっ た 。 (Fig.6.) 

当 し な いも の 16 名 で あっ た . と の 3 群 の 症状 を それ ぞ O 入院 時 和 髄 液 所 見 で は .3 君 間 に に 大 し た 差 は は 認め られ 
れ ま と め て 比較 し て みた . その 結果 , ARMOR "な か っ た が , 秀 液 中 の 細胞 数 と お いて 日 脱 群 が 200 個 
に 比較 し て 全身 症状 , 消化 問 症 状 等 に は 大 し た 差 は 認 以上 を 数 える も の が , 他 和 群 に 比 し て や や 多かっ た . 

め ら れ な か っ た が , 精神 。 神経 症状 に お いて 各 症 状 の V. 健康 人 の 日 脳 に 対す る 抗体 保有 状況 


発生 頻度 が 大 で あっ た . 特徴 的 な と と は 有 熱 期間 が 長 1964 年 3 月 か ら 9 月 に か け て 離島 を 除く 長崎 県 下 各 
く , 全 和 観察 例 C 387C 以 上 の 発熱 が 認め ら て いる 上 に HED, 1 才 及 び 86 才 に 及ぶ 各 年 令 層 の 健康 人 か ら 総 


意識 障害 の 発生 頼 度 が 高く , その 持続 期間 も 長い と > 数 TEOMA ARL, 陸 {抗体 及び CE 抗体 を 指 
CHS. また 興奮 , 不随 意 運動 , MR 張 等 が 他 の 群 Mic, 日 脳 に 対す る 県 下 住民 の 抗体 NA し 
より か な り 多 くみ られ , 項 部 硬直 は 全 例 に , また た 。 | 


Kernig 徴 修 も 85.7%% に 認め られ て いる 。 a) HI 抗体 保有 状況 
無菌 性 秀 膜 炎 群 は ser 4 例 で 少 い が , 発熱 状 健康 人 血清 714 件 中 1 : 10 以 上 の 理 I 抗体 価 を 認め 
Table 1. Possessing condition of Hi antibody against pones 


encephalitis virus among 714 persons in normal health 
= 2 residing in Nagasaki prefecture. 
' i a: A n 


HI antibody titer | No. of 


No. of No. of | 


tested | nagative | jox 20x 40x 80x 160x 320x 640x 1280x< í positive 
462 | 54 63 6 43 13 4 8 。 人 | 252 (35.3%) 
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Fig. 6. Clinical symptoms of patients in 1965. 
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Tabie 2. Comparison of HI antibody holding conditions among 
the three groups devided by age. 


Age No. of No. of a a 6 | No. of 
tested | negative | 10x 20x. 40x 80x 160x 320x 640x 1280x | Positive 


| ; 
0 127 87 | 8 14 5 8 3 1 0 1 40(31.5%) 
21~40| 306 | 221 29 19 8B B 4 1 0 1 8 5(27.8%) 
41~ | 281 154 | 17 30 41 22 p 2 8 1 127(45.2%) 


た も の は 252 件 で 陽性 率 は 35.5% CH vk. 保有 抗体 1 : 1280 以 上 と いう 高い 抗体 価 を 示し た も の が 11 件 認 
価 の 分 布 を みる と 1 : 20 及 び 1 : 40 が 最も 多く , 次 い め ぬら れ た 。 ] 


で 1: 10, 1:80 の 順 で あっ た . 中 に は 1 : 640, 20 才 単位 で 年 令 別 に 分 け て みる と , 41 才 以上 た お い 


\ 
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Possessing condition of HI antibody at the time of 
before and PEN の NSR pee and after, 


Table 3. 


No. of 


HI antibody titer 


No. of | No. of 


tested negative] n 10x 20x 40x 80x 160x 320x 649x 1280 < | posis 

LF 330 | 228 25 21 27 16 9 A 1 2 | 102(30.9%) 
ay ak ] n 

iry 384 | 234 | 29 42 37 27> 4 3 7 1 | 150C39.1%) 


(before epidemic period : 


て 陽性 率 は 最も 高く 45.2% (検査 数 231, 陽性 数 127) 
で 次 いで 20 才 以下 の 31.5% (検査 数 127, 陽性 数 49), 

21 ン 40 才 が 最も 低く 27.8% (検査 数 306, 陽性 数 85) 

で あっ た . 陽性 中 の 保有 抗体 価 を みる と , 高い 陽性 率 
_ を 示し た 41 才 以上 で 1 : 40 程 度 の 比較 的 高い 抗体 価 を 
有する も の が 多く み ら れ る の に 反し , | 陽性 率 の 低い 21 
て 40 才 で は 1 : 10 程 度 の 低い 抗体 価 を 有する も の が 多 
く 認め られ た . i 


1964 年 に は 林 等 (1965) に より 6 月 8 BEAD 


。 ら の 日 脳 ウ イル ス 分 離 が 行わ れ て お り , すでに と の 時 
期 に は ウイ ルス 保有 敷 が 野外 に 飛 甚 し て お り , 住民 は 
日 脳 ウ イル ス の 感染 を 受け る 機会 が あっ た と 考え られ 
A, と の 理由 か ら 上 記 714 件 の 血清 を 3 月 か ら 5 月 に 
か け て 採血 し た 分 を 日 脳 流行 期 前 血清, 6 月 か ら 9 月 
_ の 分 を 流行 期 以 後 の 血清 と 両者 に 分 け て その 陽性 率 を 


比較 し て みた 。 その 結果 , 流行 期 前 で は 陽性 率 40.9% © 


(検査 数 330, 陽 姓 数 102), 流行 期 以後 で は 39.1% ( 検 
査 数 384, 陽性 数 150) で 流行 期 以 後に 8.2% の 陽性 率 
の 増加 が 認め られ た 。 な お , 1: 640 以 上 の 抗体 価 を 
保有 し た も の は 流行 期 前 に 3 件 , 流行 期 以後 に 8 件 で 
あっ た : (Table 1,2,3.) 

b) C『『 抗 体 保有 状況 

CET C1: 4 以上 の 抗体 価 を 認め た も の は 7914 件 
中 29 件 で 陽性 率 は 4.1% で あっ た , 陽性 29 件 中 26 件 は 
芋 1 抗体 も 併せ 持っ た 血清 で あっ た が , 他 の 53 件 は C 
エ 抗 体 の み 保有 し て お り そ の 値 は いずれ も 1 : 4 K 止 
まっ て いる 。 保有 抗体 価 の 分 布 を みる と 1 : 4 が 20 
fe, 1 : 8 が 7 件 , 1 : 16 以 上 が 2 件 で あっ た . な お 
古 1 抗 体 価 と CE 抗体 価 の 間 に は その 高き に お いて 特 
別 な 関係 は 見 出せ な か っ た 。 | 
VI. 小学 校 学童 の 日 脳 流行 期 前 後に お ける 抗体 保有 

状況 


1965 年 に 長崎 県 下 3 地区 の 小学 校 を 選び , その 3 年 


か ら 5 年 まで の 学童 566 名 を 対象 に 5 月 及び 11 月 の 2 


March—May, during RR period and after : 


June—September ) 


回 に わた っ て 同一 人 より 採血 し , その 日 脳 に 対す る 抗 
体 価 の 変動 を 調査 し た . 選ん だ 小学 区 は 長崎 市 内 磨屋 
NER, 大 村 市 内 竹松 小学 院 及 び 南 高 来 郡 愛野 町 愛野 
INFIRO BIRTH. それ ぞ れ 位置 的 に 特色 が ある . 
磨屋 小学 有 変 は その 学童 の 通学 域内 に 水田 , 畑 の 殆 ん ど 
み ら れ な い 長 崎 市 内 の 中 心 街 に 位置 し て いる , 採血 数 
は 186 名 で ある . 竹松 小学 校 は 大 村 市 の 近郊 人 位置 し , 
市 街 地 と 共に その 周辺 に は 主として 畑 が 多い . 採血 数 
は 183 名 で ある . また 愛野 小学 次 は 島原 半島 の つけ 根 | 
に 位置 し , 周囲 は 水田 , 畑 は 囲ま れ て いる . 採血 数 は 
197 名 で ある . | 
MADERT。 CERN KONT Fot 
S EPH 抗体 保有 状況 つい て 述べ る . ] 
般 に 日 脳 ワク チン 接種 が 普及 し , 特に 学童 
に お いて は か な り の 数 が ワク チン 接種 を 受け て いる . 


_ 今回 採血 の 対象 と し た 566 名 の 学童 の 中 で も 1965 年 の 
夏期 に ワク チン 接種 を 受け た も の が 591 名 あっ た 。 接 


種 時 期 は 3 小学 編 共 6 月 で あっ た . 初め に ワク チン 接 
種 を うけ な か っ た 学童 65 名 の 抗体 価 の 変動 を みて み 
る . 学童 65 名 中 5 A, 11 月 共 な いし は その 何れ か 一 方 
(に ] :10 以 上 の 抗体 価 を 認め た も の が 16 件 存在 し た . 
5 月 に は 抗体 価 1 : 10 以 下 で 11 月 に 始め て 1 : 10 以 上 
と な っ た も の が 53 件 あり , その 11 月 に お ける 抗体 価 は 
1 件 が 1 :10, 他 の 2 件 は 1 : : 20 で あっ た . また 5 月 
に すでに 抗体 を 有 し て お り , 11 月 に その 価 が さら に 上 
昇 し た も の が 5 件 で 1 : 10 か ら 1 : 20 が 2 件 。 1:40 
か ら 1 :80 が 2 件 そし て 1 : 40 か ら 1 : 160 が 1 件 で 
あっ た . 不 顕 性 感染 の 判定 基準 と し て 11 月 た 初め て 1 
: 10 以 上 の 抗体 価 を 認め た も の 及び 11 月 4 倍 以上 の 


抗体 価 の 上 昇 を 示し た も の を 採っ た 結果 ,. と の 基準 に 


合致 し た も の が 4 件 (6.2%). 認め られ た ., 
な お 5 月 , 11 月 共 人 抗体 を 認め た に も か か わ ら ず その 
価 が 不変 で あっ た も の が 6 件 あり , 一 方 11 月 に 抗体 価 


の 低下 を みた も の は 少く 僅か 2 件 で あっ た . (Fig. 7.) 
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“Fig-7. Fluctuation of antibody titer in each child 


who had not been vaccinated in Summer, 1965. 
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次 に ワク チン 接種 を うけ た 学童 501 名 の 抗体 価 の 変 
動 を みる と , 5 月 既に 陽性 で あっ た も の が 114 件 (22.8 
%) , これ に 対し 11 月 に は 陽性 1604 (31.9%) TE 
価 率 に お いて 9.1% の 増加 を みた . また 保有 抗体 価 分 
布 で は , いずれ の 抗体 価 に お いて も 11 月 だ 多く な っ て 
いる が , 特 に 1 : 320 と いう 高い 抗体 価 を 有する も の が 
増加 し て いる . (Fig. 8.) また 各 個体 別 の 抗体 価 の 変 
動 を みる と , 11 月 に 上 昇 し た も の が 116% (23.2%) 
T, と の うち 11 月 初め て 1 : 10 以 上 の 抗体 価 を 示し 
た も の が , 60 件 (12.0%) あり , その 内 訳 は 1 : 10 が 
30 件 , 1 : 20 が 20 件 , 1 : 40 が 7 件 , そし て 1 : 160 
ERDA | AAR * め だ た も の が 3 件 あっ た . 5A, 11 月 
共 抗 体 を 肥 し な が ら , その 価 が 不変 で あっ た も の が 
41 件 (8.2%) に み ら れ た . 逆 に 11 月 に 低下 を みた も 


の は 19 件 (3.7%) と か な り 少 な か っ た が , 中 に は 
Li 80 か ら 1 :10 以 下 , 1 : 160 か ら 1 : 10 以 下 及 び 


+: 640 か ら 1 : 80 へ と 大 市 な 低下 を みた も の が あっ た . 
炊 人 学校 別に 分 け て 抗体 価 の 変動 を みた . まず 磨屋 
小学 校 で は 5 月 採血 時 の 陽性 は 27 件 (16.9%) で 3 i 
中 最も 少な か っ た が , 1 月 に は 陽性 54 件 (33.8% う と な 
v, 腸 性 率 で 16.9% の 増加 で あっ た . これ は 11 月 の 陽 
性 率 で は 3 校 中 最も 高く , また 脆性 率 の 増加 も 最も 著 
し い . o TOBE Cb ZORE Si tat 
a ee : 20 の も る の が 多かっ た . 
Ph 


Fig.8. Possessing condition of HI antibody 
among the school children who had Pee 
vaccinated in Summer, 1965, 

No. of tested : 501 
400 2 No. of positive in May : 114 (22.8%) 
300 F No. of positive in Nov.: 160 (31.9%) ` 
200 . 


o—-. Frequency of each 


; titer in May 
100 . ーー Frequency of each 


titer in November 
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i | 
<10x 10x 20x 40x 80x 160x 320x 640x 


Antibody titer | 


件 , う ち 11 月 に 始め て 陽性 と な っ た も の が 80 件 (18.8%) 


で あっ た が , その 保有 抗体 価 は 1 : 10 が 18 件 。 1 : 20 
が 11 件 , 1 : 160 が 1 件 と 全般 的 に 低かっ た . 


TAn 5 月 陽性 が 33 件 (20.1%) TREH 
体 価 は 1 : 1・40 が 多く , 1: 640 と いう 高い 抗 


Med 11 月 に は 陽性 47 


件 (28.7%) で 8.6% の 陽性 率 の 増加 を みた . 11 月 に 
は 1 : 160 及び 1 : 320 と いう 高い 抗体 価 を 示す る の が 
多く な っ て いる . 各個 体 別 の 抗体 価 の 変動 を みる と , 
11 月 に 上 昇 し た も の が 42 件 (25.6%) こ 磨 屋 小学 校 こ 
炊い で 多い 。 ま た 5 月 に すでに 1 : 10 以 上 の 抗体 を 
し て お り , 11 月 に さら に 上 昇 を 示し た も の が 多い の が 
竹松 小 の 特徴 で ある , 

愛野 小学 校 で は 5 月 に す で だ 抗体 を 有 し て いた も の 
が 54 件 C30.5% うと 他校 に 比較 し て 極め て 高く , 11 月 に 
は 陽性 33.3% と わずか 2. 8% の 増加 を 認め た に すぎ 
な か っ た . また その 保有 抗 休 価 も 5 月 , 11 月 と わた っ 
て 大 差 は な い . 各個 体 別 の 変動 を みて も る , 11 月 に 上 昇 
し た も の は 27 件 (15.3%) と 3 校 中 最も 少く , WAI 


- 始め て 抗体 を 証明 で きた も の も 12 件 (6.8%) と 極め 


で て 低い. とれ 九 反し て 5 月 , 11 月 の 抗体 価 の 不変 の も 


10 | a 広 R | | 


Fig. 9. Condition of HI antibody holded amang children in each schgol. .. 


Togiya primary school Takematsu primary school l Aino primary school 
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Fig. 10. Fluctuatian of antibody titer in each child in each school. 
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の が 80 件 と 多く , また 11 月 に 抗体 価 の 低下 し た も の も 共 , な いし ( は その いずれ か 一 方 に ] : 2 以上 の 抗体 価 


10 件 (5.6%) と SRB’. (Fig.9.10.) を 認め た も の は 23 件 (13.1%) , うち 11 月 に 始め て C 
RIT 566 名 の 学童 の うち 5 月 , 11 月 共 , な いし は そ F 抗体 を 証明 し 得 た も の が 15 件 (8.5%) BY, 1 : 
の いずれ か 一 方 に 1 : 10 以 上 の 耳 抗 休 を 認め た 176 2 が 12 件 。 1 : 4 が 2 件 。 1 : 8 以上 が 1 件 で あっ 


名 に つき , CFT を 行っ だ . その 結果 , 5 月 , 11 月 た . ま た 5 月 , 11 月 共 挑 価 を 有 し な が ら そ の 値 が 不変 
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の も の が 18 件 あり 1 : 2 が 11 件 。 1 : 4 が 6 件 , 1 : 
8 以上 が 1 件 と な っ て いる . 逆 に 11 月 に 低下 し た も の 


考 


1964 年 及び 1965 年 の 長崎 県 下 の 日 肝属 出 悪者 数 は そ 
れ ぞ れ 57 名 。 86 名 で あっ た . 過去 数 年 間 の 県 下 の 届 出 
BMI, 1963 年 が 106 名 で 最も 多く , 1958 年 の 103 名 
が と れ に 次 いで いる . 届出 患者 数 か ら み れ ば , 1964 年 
は 中 等 度 , 1965 年 は か な り 大 きい 流行 で ちっ た と いえ 
Z. 1963 年 以前 OR 者 に つい て は 全く 血清 学 的 診断 
は 行わ れ て お ら ず , . 真 の 日 脳 患 者 数 は 不明 で ある . 
1964 年 及び 1965 年 の 届出 患者 の 中 で , 血清 診断 を 施行 
し た 患者 に 対す る 昌 脱 確認 患者 の 割合 は それ ぞ れ 835.3 
%, 48.5% で あっ た . KA (1960) は 日 脳 疑似 症 の 血 
O 清 検 査 の 結果 , 日 脳 と 確認 で きる の は 検査 件 数 の 30 一 

_45b9%% に すぎ な いと 述べ て いる . SHARAT d 
* 同様 で も っ た . し か し 発病 後 早期 と 死亡 し て 血清 を 
入手 し えな か っ た 愚者 や 第 一 回 目 の 採血 直後 に 死亡 


L, その 後 の 抗体 上 昇 の 有無 を 追跡 で き な か っ た 患 者 


が 多数 存在 し た . 死亡 し た 患者 の 脳 材料 が 得 ら れ な 
か っ た た め , 脳 か ら の 日 脳 ウ イル ス 分 離 は 実施 する と 
と が で き な か っ た が , 1965 年 に , た だ 1 症例 に すぎ な 
か っ た が , 経 上 鼻腔 で 少量 の 脳 組織 を 採り 。 これ を 材料 
と し て 和希 光 体 法 に より 日 脳 と 確認 で きた 例 を 経験 し 
だ 。 と の と と か とら 死亡 者 中 に も 真 の 日 脳 患 者 が 多数 含 
まれ て いる と と は 容易 に 考え られ , 従っ て 1964 年 , . 
1965 年 の 真 の 日 脳 患 者 は それ ぞ れ の 確認 患者 数 11 名 , 
33 名 を 大 店 に 上 まわ る と 思わ れる . ちな み に 1964 年 に 
お ける 死亡 者 は 20 名 で あり , と この うち 単 一 血清 の み に 


し ろ る 血清 が 得 ら れ た 患者 は 6 名, 確認 で きた 患者 は 1 


名 で あっ た .1965 年 に は 22 名 の 死亡 者 を 数 え , 血清 診断 


を 行い 得 た 例 ( は 10 名 で , 確認 し 得 た 患者 は 6 名 で あっ た . 


1965 年 の 春 か ら 夏 た か け て 九州 地方 , 殊 北 九州 市 
及び 大 村 市 で ECHO 4 型 ウ イル ス を 原因 と する 無 
菌 性 芋 膜 炎 の 発生 を みた 。 と の 流行 に 引き 続い て , 無 
画 性 髄 膜 炎 の 患者 に つい て の 血清 診断 を 依頼 され た 例 
が 多数 あっ た . と これ ら の 患者 に つい て は , その 対 血 
清 を 使用 し て 無菌 性 髄 膜 炎 の 主 な 原因 と 考 えら れる 
ECHO, Cox, A, Cox. B, Mumps ウイ ルス 等 の 他 に 
日 脳 ウ イル ス に つい て も , その 抗体 上 昇 の 有無 を 調査 
© し て みた . その 結果 , 日 脳 ウ イル ス に の み 抗 体 上 昇 を 
証明 し えた 患者 が 3 名 認め られ た . と これ ら の 患者 は 勿 


論 , 日 脳 届出 患者 数 の 中 に は 含ま れ て いな い . 従っ て 


隠れ た 日 脳 患 者 が 存在 する と と も 明らか で ある . と の 


_ 査 で は , 日 脳 確認 愚 


- 従 っ て ウイ ルス FER の 出現 と , 


は 2 件 で いずれ も 1 
で あっ た 。 


: 2 か ら 1 : 2 以下 に な っ た も の 


x 


様 に 発病 後 早期 に 死亡 する 患者 や 隠れ た 患者 が 存在 す 
る と と 等 か ら , AD AMEE ORELH ICTS T 
と は , な お 困難 な と と で ある | z 
— Fi} ARE BEOWC IINE AS ES 
れ た 愚者 に つい て , AERA IONS IREZ 
た 結果 , ECHO 4 ウイ ルス , Cox. B1, Cox. BS ウイ 


ルス を それ ぞ れ 原因 と する 無菌 性 敵 膜 炎 患 者 が 確認 


れ た 。 ま た 1965 年 の 患者 に つい て 行っ た 臨床 症状 の 調 
者 群 が 他 の 群 に 比較 し て 発熱, 意識 
障害 等 に お いて 特徴 ある 所 見 が 得 ら れ た が , し か し と 
れ は 愚者 を 比較 的 長期 に わた っ て 観察 し た 場合 に 認 

られ た も の で あっ て , 初発 症状 に は 殆 ん ど 両 群 の 間 に 
は 差 は 認め な か っ た . 従っ て 発病 初期 の 日 脳 の 診断 
it, 臨床 的 に みて も か な り 上 難し いも の を 言わ ね ば な ら © 
な い . 要する に 日 脳 類 似 の 症状 を も っ て 発病 し た 患者 
に つい て は , 無菌 性 髄 膜 炎 或 は その 他 の 疾患 と の 鑑別 ・ 


及び 予後 判定 の 上 か ら も 出来 る だ け 早 期 か ら 血 清 学 的 


及び ウイ ルス 学 的 診断 を 始め る 必要 の ある と と は , あ 
ら た め て 言及 する まで も な いと と で あろ う . 

最近 で は , 従来 比較 的 患者 発生 の 多かっ た 若年 層 に 
患者 減少 の 傾向 が み ら れ , 遂 共 以前 に 少な か っ た 珍 年 
層 ( に 患者 発生 の 増加 が 認め られ る と と が 報告 され て い 
る . 長崎 県 下 で も 1964 年 , 1965 年 に わた り , 届出 患者 
の 数 の 上 か ら で は , 若年 属 と 考 人 に 発生 数 は 多い が , 
し か じ 確認 愚者 の 数 を みる と , BEEE (に お いて も 
多く 一 方 若年 層 , 殊 に 10 才 以下 に お いて は 極め て 少 
い . 長崎 県 に お いて も 年 令 的 に みて 全国 的 な 傾向 に 準 
USAR BL OWA. 最近 で は 県 下 で も 日 脳 の 
ワク チン 接種 が 普及 し , 特に 学童 の 間 で は その 普及 率 
は 著しい . Se 年 層 人 患者 発生 が 少 い の ( 4, WO7 
クチ ン 接 種 も その 一 因 で あろ う . 

林 等 (1965, 1964) の 報告 に よれ ば , 長崎 県 下 に お 


ける 野外 捕 集 虹 から の 日 脳 ウ イル ス 分 離 は , 1964 年 に 
は 6 月 8 日 を 始め と し て 8 月 7 日 まで 続き , 1965 年 に 


は 5 月 30 日 か ら 9 月 6 日 まで 認め られ て いる . また 高 

橋 等 (1965) に よれ ば 1964 年 に は 5 月 19 日 に すでに 野 
外 明 より の 日 脳 ウ イル ス 分 離 が 行わ れ て いる . HINE 
認 患 者 は 1964 年 に は 7 月 20 日 か ら 8 月 30 日 まで 認め ら 
れ , 1965 年 で は 7 月 5 日 より 9 月 20 日 まで 発生 し て いる .。 
日 脳 確認 患者 発生 
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この 間 に は 1964 年 で は 8 週間 , 1965 年 で は 5 週間 の 空 . 


白 期 が 認め られ る . 群馬 県 で は , ウイ ルス 保有 租 の 出 
現 は 初発 確認 患者 発生 に 先 先行 する と と 2 一 3 週間 で 
あり , 毎年 ほ ば 同様 の 傾向 に ある と と が 確認 され て い 
る . 長崎 県 に お いて は 両者 の 開き が 異常 に 大 きい . と 
の 傾向 は 1964 年 , 1965 年 共に み ら れ , 県 下 の ウ イル ス 
保有 戦 と 患者 発生 と の 関係 に お ける 一 つの 特徴 と いえ 
る か も し れ な い . また 1964 年 に 比較 し て , FARK 
の ウイ ルス 分 離 の 期間 が 長く 初秋 まで 続い た 1965 年 
は 確認 患 着 の 発生 も と れ に 随伴 し て , 遅く まで 認め ら 
れ た . この 事実 か ら 愚者 発生 の 時 期 の 長短 は , HRA 
C お ける 日 脳 ウ イル ス の 散布 期間 関係 ある も の と 推 
| 定 さ れる . | | 

ー 長崎 県 下 の 健康 人 の HIARI 55.3% TH 
_ め , 東京 地方 に お ける 角田 等 (1965) や 名 古屋 地方 に 
TRO SAKES (1964) の 報告 と 大 同 小 異 で あっ た . 
抗体 保有 率 を 年 令 的 に みた 場合 , 21 一 40 才 が 他 の 年 
令 層 に 較べ て 保有 率 が 低い . と の 年 令 層 に おい て , 最 
_ 近 患者 が や や 多発 の 傾向 に ある と と と 考え 合せ る と 興 
味 深い 、 ーー ea 
な お , 流行 期 以後 の 1 : 640 以上 の 高い 抗体 価 を 保 
有 し て いた も の が 8 名 2.8%) に 認め られ た , と れ ら 
な は, 採血 時 以前 に 脳炎 症状 を 呈し て いな いと と , 前 年 
の 夏期 以前 か ら の 抗体 が な お と の よう な 高 舞 で 15 ケ 月 
以上 に も わた っ て 存続 し て いる と は 考え 難い と と 等 か 
ら 1964 年 夏期 の 不 顕 性 感染 の 一 部 を 示し て いる も の と 
考え られ る . また 流行 期 前 こも 1 : 640 以 上 の 抗体 価 を 


示し た も の が 3 件 あっ た 。 と の うち 2 件 は 5 月 下旬 島 


原 半 島 の 小浜 町 で 採血 し た も の で ある , 小浜 町 だ 隣接 
し た 愛野 町 で は , すでに 5 月 19 日 に 野外 披 より の 日 礎 


te 括 


長崎 県 下 の 流行 期 に お ける 日 脳 患者 を 血清 学 的 及び 
ウイ ルス 学 的 に 確認 し , 日 脳 の 顕 性 流行 の 様相 を 明 ら 
か に する と 共に , 県 下 住民 の 日 脳 に 対す る 抗体 保有 状 
況 を 調査 し , 日 脳 ウ イル ス の 浸 洋 状況 を 明らか に する 
た め を 本 研究 を 行い , 次 の 結果 を 得 た . 


1) 1964 年 の 日 脇 届出 患者 57 名 中 , 31 名 に つき 血 


清 学 的 及び ウイ ルス 学 的 診断 を 行い 11 名 の 日 脳 患 者 を 


確認 し た . 1965 年 に は 届出 患者 86 名 中 , 70 名 に つき 血 


清 学 的 及び ウイ ルス 学 的 診断 を 行い ,・38 名 の 日 脳 患 者 
を 確認 し た . 1965 年 に は 日 脳 を 血清 学 的 否定 され た 
愚者 の 中 で ECHO 4, Cox. Bl, B5, ウイ ルス を を 
_ れ ぞ 原 因 と する 無菌 性 本 膜 炎 患 者 を 確認 し えた . 


ー ウ ルイ ス が 分 離さ れ て お り , 従っ て を の 購 期 に は 小 


浜町 で も 野外 ウオッ レス 保 和 有 敷 の 飛翔 が み ら れ , 地区 住 
民 は 感染 を 受け る 機会 も 到 分 あっ た と 考え られ る . ゆ 


え に , と の 2 件 に つい て も , 1964 年 夏期 の 感染 の 結果 


(に よる も の と 思わ れる が . 血清 が 単 一 で ある た め 確 断 
は 下 し 難い . ae T 
1965 年 の 小学 校 学 章 の 不 顕 性 感染 率 は 6.2% CH > 
た . 東京 , AR, 島根 , 名 古屋 地方 等 で は 1.2% 一 4 
% の 成績 が 得 ら れ て いる . 松尾 等 (1965) の 1964 年 の 
長崎 県 下島 原 小学 校 の 調査 に お いて は 8.2% に 不 顕 性 
感染 を 認め て いる . 長崎 県 下 で は 他 の 地域 に 比 し て , 
や や 高い 結果 が 得 ら れ て いる ・ な お 今回 の 調査 で は 5 
月 すでに 抗体 価 を 示し て いた も の の うち 4 件 が 11 月 に 
2 倍 の 上 昇 を 示し た . 2 回 目 の 採血 時 期 が 11 月 と や や 
流行 期 か ら 時 間 的 経過 し で いた た め , 2 倍 の 開き (< | 


JER っ た も の と 考え られ る . 


ワク チン 接種 を うけ た 学 章 の 抗体 保有 率 は 学 防 別 で 
大 き な 差 が み ら れ た . 市 街 地 の 小学 校 で は ワクチン 接 
種 後 の 抗 体 保有 率 は ワク チン 接種 前 の 約 2 倍 に 増加 し 
た が , 保有 抗体 価 分 布 で は , ワク チン 接種 前 後 共 低 価 
の も の が 多かっ た 、 一 方 田園 地方 の 小学 護 で は ワク チ 
ン 接種 前 の 抗体 民有 率 が すでに か な り 高 く , BERO 
保有 率 は 接種 前 に 比 し て 殆 ん ど そ の 差異 は 認め られ な 
か っ た . し か し 保有 抗体 価 は 接 価 後に 於 て 壮 分 高め の 
も の が 多かっ た . いずれ に せよ , ワク チン 接種 の 正 I 
抗体 価 へ の 影響 は 多分 に あっ た と 思わ れる . 2 国 目 の 
採血 の 時 期 を 今 少し 早 目 に 行なう か 或 は ワク チン 接 答 
直後 中間 的 な 採血 を 試み て いた な ら ば , と の と と は 
な お 一 層 判 然 と し た の で は な いか て 考え られ る . 


Sn 


Pa nM 


2) 1964 年 に 長崎 県 下 各地 の 健康 人 714 名 の 血清 
に つい て , その 日 脳 に 対す る HI PARA Re 調査 
し た と と ろ , 腸 性 率 は 35.3% で あっ た . 保有 抗体 価 
は 1 : 20 及 び 1 : 40 が 最も 多かっ た . 年 令 的 に みる と 
陽性 率 は 高 年 令 層 に お いて 最も 高く , 次 いで 若年 層 に 
高く , 青年 層 こ お いて 最も 低い と と が 判明 し た . また 
日 入 流 行 期 後に 陽性 率 に 約 8 % の 上 昇 が 認め られ た . 
3) 1965 年 に は 小学 校 学 竜 566 名 に つき , 日 脳 流 
行 期 を は さん で 5 月 及び 11 月 の 2 回 に わた っ て 同一 人 
より 採血 し , HI 抗体 価 の 変動 を 調べ た . 566 名 の 学 
童 の うち 1965 年 夏期 日 悩 ワ クチ ン の 接種 を 受け な か 
っ た 学童 は 65 名 で あっ た . と れ ら の 学童 中 , 5 月 比 
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し て 11 月 に 始め て 抗体 価 を 認め た も の 及び 11 月 た 4 E 
以上 の 抗体 価 の 上 昇 を 認め た も の は 4 名 (6.2)% で あ 
っ た . と れ は 1965 年 夏期 に お ける 日 脳 ウ イル ス の 不 顕 
性 感染 を 示す も の と 考え られ る . | 
一 方 , ワク チン 接種 を うけ た 501 名 の 学 章 で は , 5 
月 の 陽性 率 22.8% が 11 月 に は 31.9% と な り 9.1% の 増 
加 を みた . また 11 月 に は , その 保有 抗体 価 も 全体 的 
高く な っ て いる と と が 明らか と な っ た . 加 えて 2 小学 校 
の 地理 的 位置 , 周囲 の 環境 に より , その 抗体 保有 状況 
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